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この冬は日本各地が豪雪に見舞われましたが，ようやく陽の光に春の兆しを感じ
る候となりました．今号には，総説として第 17 回日本言語聴覚学会における講演
が 2編，原著論文が 5編，現場最前線の報告が 1編，掲載されています．原著論文
は，ASD の認知機能，乳児の聴覚機能，嚥下機能，発声発語機能に関するもので
あり，いずれも臨床経験に基づきリサーチ･クエッションを設定されたであろう，
興味深い論文です．
言語聴覚士の大多数は，臨床と研究が表裏一体のものであり，臨床の質を高める

には研究活動が必要なことを認識していると思われますが，研究の第一歩を踏み出
すのは決して容易なことではありません．特に研究の初心者は学会発表をしても，
論文作成にまで至らないことが多いように思います．学会発表はその場にいる者に
成果を伝えるにとどまりますので，学術的発展に寄与すると同時に，研究成果を臨
床や社会に還元するには論文として発表することが必要です．
研究の初心者が論文作成に着手するうえでは，研究経験がある先輩が水先案内役

を引き受けることが重要です．すなわちリサーチ･クエッションと仮説の設定，検
定方法，結果の記載，考察の論旨展開などについて具体的に指導をしてもらうこと
により，初心者は論文作成に挑むことができます．なお現在は論文の共著者の基準
が厳しくなっており，このすべての過程に実質的に参加した者のみが共著者に氏名
を連ねることができますのでご留意ください．
一方，研究の初心者には，研究や論文作成の基本を理解するために「研究法」に関

する成書を一読されることをお勧めします．また国内外の論文を読みこなし，学問
や臨床の方向性を把握すると同時に科学的で説得力がある論文の特徴をつかんでい
ただきたいと思います．よい論文を見分ける目が育つと，自らが作成する論文の成
熟度が上がるといえるでしょう．また大学院は研究の仕方について本格的にじっく
り学び，信頼できる研究仲間を見つけることができる場所ですので，大学院進学も
お勧めします．いずれにしても，先輩に研究の水先案内をしてもらい，次には自ら
が後輩の水先案内を引き受けるといった研究のサイクルがうまく回るようになるこ
とを期待したいと思います．

(藤田郁代)
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